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熊
谷
　
宏
彰
（
く
ま
が
い
・
ひ

ろ
あ
き
）震
災
時
は
報
道
部
勤
務
。

奥
州
支
局
長
、

報
道
部
次
長
を

経
て
�
年
４
月

報
道
部
第
二
部

長
。
�
歳
。
盛

岡
市
出
身
。

２０１１年３月１２日　右手の太平洋から襲来した大津波
は巨大防潮堤を乗り越え、商店街や住宅を破壊した

１１年６月２０日　町を覆っていたがれきは撤去され、復興に向け歩みだした

１４年６月１３日　右奥の山林が切り崩され、三王団地の造成工事が進む

１７年５月３日 左手の土地区画整理エリアは野球場や観光

案内施設が完成。右奥の三王団地では住居の建設が進む

再建した店舗前に立つ山本悦治さん。住民生活を支える決意を強くする＝宮古市田老

２１年２月９日　防潮堤左奥の道の駅エリア
は台風１９号豪雨で被災したが、復旧した

巨
大
防
潮
堤
の
上
で
、
自
身
の
被
災
体
験
と
教
訓

を
防
災
ガ
イ
ド
と
し
て
伝
え
続
け
る
小
幡
実
さ
ん

　
こ
れ
ま
で
の
取
材
で
は
必
ず
、
Ｘ

形
の
巨
大
防
潮
堤
の
交
点
に
上
り
、

地
域
で
奮
闘
す
る
人
た
ち
や
ま
ち
並

み
の
変
化
を
写
真
に
収
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
「
学

ぶ
防
災
」
は
教
訓
伝
承
と
交
流
人
口

拡
大
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
経
過

を
注
目
し
て
き
た
。

　
地
元
の
有
志
が
始
め
た
活
動
を
宮

古
観
光
文
化
交
流
協
会
が
発
展
的
に

引
き
継
ぐ
形
で
２
０
１
２
年
４
月
ス

タ
ー
ト
。
�
年
度
こ
そ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
利
用
は
低
調
だ
が
、

近
年
は
２
万
人
前
後
で
推
移
し
、
利

用
者
の
評
判
が
い
い
。

　
小
幡
実
さ
ん
（�
）は
ガ
イ
ド
歴
７

年
。
田
老
中
心
部
で
営
む
民
宿
が
津

波
で
全
壊
し
た
。
激
し
い
揺
れ
に
危

機
を
感
じ
て
高
台
へ
避
難
し
、
直
後

に
大
津
波
が
襲
来
し
た
。
高
い
壁
の

よ
う
な
波
が
遠
く
の
断
崖
に
ぶ
つ

か
り
、
「
ド
ー
ン
」
と
大
砲
の
よ
う

な
音
。
す
ぐ
さ
ま
目
の
前
に
到
達
し

た
。

　
「
以
前
は
巨
大
防
潮
堤
が
あ
る
か

ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
」
が
、
自

然
の
脅
威
は
想
像
力
を
上
回
っ
た
。

防
潮
堤
は
破
壊
さ
れ
、
無
力
だ
っ
た

と
の
見
方
も
あ
る
が
「
な
け
れ
ば
全

て
流
さ
れ
、
復
興
も
な
か
っ
た
」
と

小
幡
さ
ん
は
言
い
切
る
。

　
時
間
の
経
過
で
利
用
が
低
調
に
な

る
ガ
イ
ド
事
業
も
あ
る
が
、
田
老
地

区
は
今
な
お
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

小
幡
さ
ん
は
理
由
を
四
つ
挙
げ
る
。

巨
大
防
潮
堤
の
存
在
、
発
生
時
や
復

興
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
、
震
災
遺
構
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
か
ら
撮
影
し
た
圧
倒
的

な
津
波
映
像
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
の
ス

キ
ル
だ
。

　
今
は
震
災
�
年
の
節
目
で
被
災
地

に
国
民
の
関
心
が
向
い
て
い
る
が
、

そ
の
後
に
薄
れ
る
流
れ
は
避
け
ら
れ

な
い
。
だ
が
、
津
波
が
再
び
襲
っ
て

く
る
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い

る
。
「
体
験
者
と
し
て
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
や
る
」
と
の
使
命
感
を
胸

に
、
防
潮
堤
に
立
つ
。

　
宮
古
市
田
老
地
区
の
復
興
状
況

　
東
日
本
大
震
災
の
家
屋
被
害

（
非
住
家
含
む
）
は
１
６
９
１
棟
、
死
者

・
行
方
不
明
者
は
１
８
１
人
に
上
っ
た
。

国
道
�
号
沿
い
に
密
集
し
て
い
た
商
店
・

住
宅
は
高
台
に
造
成
し
た
三
王
団
地
（
�

・
４
㌶
）
と
低
地
の
土
地
区
画
整
理
事
業

（
�
㌶
）の
二
手
に
分
か
れ
る
形
と
な
り
、

結
節
点
に
道
の
駅
た
ろ
う
が
立
地
す
る
。

巨
大
防
潮
堤
（
海
抜
�
㍍
）
の
う
ち
、
内

陸
側
の
第
２
線
堤
は
０
・
７
㍍
の
か
さ
上

げ
が
完
了
。
津
波
で
損
壊
し
、
新
造
す
る

海
側
の
第
１
線
堤
（
同
�
・
７
㍍
）
は
防

潮
堤
が
２
０
２
０
年
度
内
、
乗
り
越
し
道

路
は
秋
ご
ろ
に
完
成
見
込
み
。
田
老
三
小

は
�
年
、
田
老
一
小
に
統
合
さ
れ
た
。

　
岩
泉
方
面
か
ら
三
陸
道
を
通
っ
て

宮
古
市
田
老
の
中
心
部
に
入
っ
た
。

到
着
し
て
真
っ
先
に
防
潮
堤
に
上
が

り
、３
６
０
度
の
風
景
を
確
か
め
る
。

海
抜
�
・
７
㍍
の
新
防
潮
堤
が
完
成

間
近
。
�
年
前
の
あ
の
日
を
振
り
返

れ
ば
、
こ
ん
な
青
空
が
広
が
り
、
そ

し
て
寒
か
っ
た
。

　
か
つ
て
宮
古
支
局
で
勤
務
し
た
土

地
勘
が
あ
り
、
志
願
し
て
田
老
の
取

材
に
向
か
っ
た
。
国
道
�
号
が
寸
断

さ
れ
、
岩
泉
町
か
ら
山
道
を
通
っ
て

到
着
し
た
の
は
２
０
１
１
年
３
月
�

日
昼
ご
ろ
。
密
集
し
て
い
た
商
店
は

無
残
に
破
壊
さ
れ
、
異
様
な
静
寂
、

ガ
ス
漏
れ
の
臭
い
が
し
た
。
「
盛
岡

ま
で
乗
せ
て
ほ
し
い
」
。
波
を
か
ぶ

っ
た
で
あ
ろ
う
数
人
が
取
材
車
に
寄

っ
て
き
た
。
自
分
は
今
、
何
を
す
べ

き
な
の
か
。
し
ば
し
状
況
判
断
に
迷

っ
た
の
を
思
い
出
す
。

　
今
年
２
月
、
１
年
ぶ
り
に
訪
れ
た

現
地
は
、
三
陸
道
田
老
真
崎
海
岸
―

宮
古
中
央
が
開
通
し
、
沿
岸
南
部
や

盛
岡
方
面
と
の
交
通
の
便
が
向
上
し

た
。
災
害
公
営
住
宅
の
そ
ば
に
は
三

陸
鉄
道
新
田
老
駅
と
市
田
老
総
合
事

務
所
が
入
る
施
設
が
完
成
。
３
階
か

ら
駅
ホ
ー
ム
に
出
る
と
田
老
一
小
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
目
の
前
に
広
が
る
。

　
道
の
駅
た
ろ
う
の
エ
リ
ア
に
向
か

い
、
山
長
商
店
を
営
む
山
本
悦
治
さ

ん
（�
）と
再
会
し
た
。
中
心
部
に
営

ん
で
い
た
自
宅
兼
店
舗
が
津
波
に
流

さ
れ
、
共
同
仮
設
店
舗
を
経
て
�
年

に
本
設
を
再
建
。
以
前
は
両
親
も
店

に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
再
建
を
機
に

引
退
し
た
。
現
在
は
妻
と
二
人
三
脚

で
切
り
盛
り
し
、
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
た
め
週
５
回
、
移
動
販
売
車

で
地
域
を
回
る
。

　
こ
の
�
年
は
「
い
ろ
い
ろ
な
事
が

あ
り
す
ぎ
た
」と
山
本
さ
ん
。よ
う
や

く
再
建
に
こ
ぎ
着
け
た
直
後
、
�
年

�
月
の
台
風
�
号
豪
雨
で
�
～
�
㌢

浸
水
。
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
が
襲
っ
た
。だ
が
、心
が
折
れ

ず
に
乗
り
越
え
て
き
た
の
は
「
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
豪
雨
の
時
は

自
主
的
に
清
掃
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
」と
の
感
謝
を
胸
に
商
売
に
励
む
。

　
道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
に
立
つ
田

老
町
漁
協
で
小
林
昭
栄
組
合
長
（�
）

に
近
況
を
聞
い
た
。
震
災
後
、
基
幹

の
水
産
業
を
立
て
直
す
た
め
借
り
入

れ
た
�
億
９
千
万
円
は
経
営
努
力
で

５
億
１
千
万
円
ま
で
減
っ
た
。だ
が
、

主
力
魚
種
の
不
漁
に
加
え
て
、
単
価

の
高
い
ア
ワ
ビ
も
深
刻
な
不
漁
。
震

災
前
年
に
�
㌧
あ
っ
た
水
揚
げ
は
直

近
で
は
９
㌧
ほ
ど
に
減
少
し
た
。

　
組
合
員
数
も
震
災
前
の
７
０
７
人

か
ら
４
９
０
人
に
減
る
厳
し
い
状
況

に
あ
っ
て
、
資
源
保
護
な
ど
に
取
り

組
む
漁
業
者
の
水
産
規
格
「
マ
リ
ン

・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ

Ｌ
）
」
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
特

産
・
真
崎
わ
か
め
を
中
心
と
し
た
付

加
価
値
向
上
に
活
路
を
求
め
る
。「漁

協
が
傾
け
ば
、
地
域
を
守
れ
な
い
。

魅
力
的
な
水
産
物
を
出
し
、
観
光
客

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　
震
災
か
ら
�
年
に
な
る
田
老
地
区

は
、
ほ
か
の
被
災
地
と
同
様
、
人
口

減
少
が
進
む
。
震
災
直
前
の
４
４
３

４
人
が
今
年
１
月
に
は
２
８
５
６

人
。
地
域
経
済
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
ハ
ー
ド
整
備
は
ほ
ぼ
終

了
し
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
活
力
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
ソ
フ
ト
が
重
要

に
な
る
。

　
「
ま
ち
は
新
し
く
な
っ
た
。
住
民

の
意
識
も
変
え
な
け
れ
ば
」
と
中
学

校
用
務
員
の
琴
畑
喜
美
雄
さ
ん
（�
）

は
、
災
害
公
営
住
宅
で
暮
ら
す
境
遇

で
の
実
感
を
口
に
し
た
。
顔
の
見
え

る
関
係
と
助
け
合
う
風
土
が
あ
る
半

面
、
地
区
と
地
区
、
津
波
被
害
の
有

無
、
自
宅
再
建
を
経
た
新
住
民
と
旧

住
民
の
間
で
微
妙
な
す
れ
違
い
も
あ

る
と
感
じ
る
人
が
、
実
は
少
な
く
な

い
。
「
若
い
世
代
が
住
み
た
く
な
る

魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
残

さ
れ
た
人
た
ち
が
心
を
一
つ
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
は

な
い
か
」
と
の
琴
畑
さ
ん
の
言
葉
は

古
里
の
未
来
を
思
え
ば
こ
そ
だ
。

（
報
道
部
・
熊
谷
宏
彰
）
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